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７月３日未明、東海道線三島～沼津間で、レール交換の作業をして

いた協力会社の作業員（22歳）が、貨物列車に触車し死亡するという

痛ましい事故が発生しました。７月６日、本部は「東海道線における

作業員触車死亡事故に関する申し入れ」（申第４号）を提出しました。

過去、山手線目黒付近、東海道線新居町駅構内などで、社員や作業

員の触車死亡事故が発生しました。死亡事故はあってはならない事故

です。過去の教訓は活かされたのでしょうか？会社の安全対策は万全

だったのでしようか？本部は、二度とこのような事故が発生しないよ

うに、会社に原因究明・再発防止を求めていきます。
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